
※現地受講者はパソコンと電源コードの持参が必要です。また当日は、検温等各自で体調

チェックの上ご来学いただきますようご理解とご協力をお願いします。

※WEB受講にあたってはPCマイクとWEBカメラが必要です。やむを得ない事情を除き全セッ

ションの受講を原則としておりますので、2日間落ち着いて参加できる環境を整えてください。

※実際に腹膜透析プログラムを行っている施設に勤務しており、知識の習得と、その質の向

上を希望する看護師を対象とします。

詳細についてはホームページでも紹介しております。ご覧ください。

⇒ https://www.med.nagoya-u.ac.jp/kidney/system/D2-4bsjnu-nars.html

※現地の人数は会場内で適切な間隔を確保できる上限に設定しています。

※プログラム調整等により、時間に変更が生じることがありますのでご了承ください。

※右下のQRコードを読み取りWEBへアクセスいただくと登録フォームが開きます。必要事項を

ご入力の上送信してください。7営業日以内に、ご登録のメールアドレスへ確認のメールをお送

りします。（アドレスは日常的に閲覧しているものをご登録ください）

なお、QRコードの利用が困難な場合やご不明な点については、下記問い合わせ先までメール

もしくは電話等で直接ご連絡をお願いします。（土日祝、12/29-1/3は休業）

お問い合わせ 【BSJNU事務局】
E-mail：nagoya2-pd@med.nagoya-u.ac.jp
TEL/FAX：052-744-2205 X：@bsjnupd

check



《講義》

〇PDの変遷、Nsに求められること、SDM、CAPDとAPD

〇PD関連手術と周術期管理

〇適正透析とPD処方

〇腹膜炎と出口部感染、その他の合併症

〇高齢者PDと在宅医療

〇PDナースに期待される役割

〇PD看護におけるスタッフ教育

〇腹膜透析患者における栄養管理

《事例検討・ワークショップ》

◆PDに関する設問、質疑応答等

受講形式にかかわらず、会場の講師陣と双方向でやり取りする場

面があります。

BSJNU


